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(57)【要約】
【課題】ハウス内の空気（熱気）を排気フアンによって
外気と入れ替えるようにした植物栽培温室において、ハ
ウス内に導入される外気を簡易な冷却設備を用いて予め
冷却できるようにすること。
【解決手段】上部を透明な被覆材２で被覆してなるハウ
ス本体１の側面１１に通気可能な防虫ネット３を張設し
、ハウス本体１の適所に該ハウス本体１内の空気をハウ
ス外に排出する排気フアン５を設け、防虫ネットを張設
したハウス本体１の側面１１の外側近傍位置の空気を細
霧冷房する外部細霧冷房装置８を設けているとともに、
ハウス本体１内の空気を排気フアン５で強制排気するこ
とで、ハウス本体１内に外部細霧冷房装置８で細霧冷房
された冷却外気が防虫ネット３を通して導入されるよう
にしていることにより、ハウス内を外気温度より低温に
維持できるようにしている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部を透明な被覆材（２）で被覆してなるハウス本体（１）の側面（１１）に通気可能
な防虫ネット（３）を張設し、
　上記ハウス本体（１）の適所に該ハウス本体（１）内の空気をハウス外に排出する排気
フアン（５）を設け、
　上記防虫ネット（３）を張設した上記ハウス本体（１）の側面（１１）の外側近傍位置
に該側面（１１）の外側近傍位置の空気を細霧冷房する外部細霧冷房装置（８）を設けて
いるとともに、
　上記ハウス本体（１）内の空気を上記排気フアン（５）で強制排気することで、上記ハ
ウス本体（１）内に上記外部細霧冷房装置（８）で細霧冷房された冷却外気が上記防虫ネ
ット（３）を通して導入されるように構成している、
　ことを特徴とする植物栽培温室。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記ハウス本体（１）内を上下に通気可能な区画材（６）により天井側の上部室（２１
）と栽培室となる下部室（２２）との上下２室に区画し、
　上記防虫ネット（３）は上記下部室（２２）の側面（１１）に設け、
　上記排気フアン（５）は上記上部室（２１）内の空気をハウス外に排出するように設置
し、
　上記上部室（２１）内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置（７）を設けて、上記上
部室（２１）内を上記内部細霧冷房装置（７）で細霧冷房し得るようにしているとともに
、
　上記上部室（２１）内の空気を上記排気フアン（５）で強制排気することで、上記下部
室（２２）内の空気が上記上部室（２１）内に吸引され続いて上記下部室（２２）内に上
記外部細霧冷房装置（８）で細霧冷房された冷却外気が上記防虫ネット（３）を通して導
入されるように構成している、
　ことを特徴とする植物栽培温室。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、草花、果菜、野菜等の植物を栽培するための植物栽培温室に関するもので
ある。尚、本願が対象にしている植物栽培温室は、パイプ材やアングル材等で組立てた骨
格体の外側を透明の被覆材（ビニールシートやガラス板）で被覆したものであって、一般
に農業用ハウスと称されているものである。そして、以下の説明では、本願の植物栽培温
室を農業用ハウス又は単にハウスということがある。
【背景技術】
【０００２】
　基本的な農業用ハウスとして、骨格体（パイプ材やアングル材等で組立てたもの）の外
側を透明な被覆材（ビニールシートやガラス板等）で覆って雨水の侵入を防止する一方で
、ハウスの側面下部に防虫ネットを張設してハウス内の通気性を確保するようにしたもの
がある。
【０００３】
　ところで、上記のようなハウスにおいては、特に夏季の日照時には、透明な被覆材を通
して日射熱でハウス内が４０℃以上の高温になることが通例であり、その場合には、高温
による作物への悪影響が出る一方、作業に従事する作業員の作業環境が劣悪になる。従っ
て、夏の高温時期には、多くの農家がハウス栽培を休止しているのが現状である。
【０００４】
　他方、夏季の高温時にハウス内を冷凍機で冷やすものも散見されるが、その場合は、設
備費が高価となり且つ運転コスト（電気代）も高くつくので、一般に普及していない。
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【０００５】
　又、近年、ハウス内を比較的簡易に冷却する設備として、ミスト状の水滴（細霧）をハ
ウス内に飛散させてその気化熱により冷房するようにした細霧冷房設備がある。この細霧
冷房設備は、ハウス内に点在させた多数の細霧噴出ノズルから一定時間ごとに細霧を噴出
させてハウス内を細霧冷房するものであるが、日中はハウス内が日射熱により加温される
ことにより細霧が気化して、ハウス内全域が異常な高湿状態になる。そして、ハウス内が
異常な高湿状態になると、作物に対する病気の発生や品質の低下が起こり、さらに長時間
の作業ができない程度の高湿作業環境になる。
【０００６】
　ところで、このような高湿状態を解消するには、ハウス内の換気（外気と入れ替え）を
迅速に行う必要があるが、ハウス内の高湿状態をハウス内での作業実施可能な程度まで低
下させるには、外気の入れ替えに時間を要し、さらにその間もハウス内が被覆材を透過す
る日射熱で加温され続けているので、ハウス内の作業環境はさほど改善できないのが現状
である。
【０００７】
　又、従来から、ハウス内が過度に高温になるのを防止するために、ハウス壁面に排気フ
アンを設けてハウス内の熱気を外気と強制的に入れ替えるようにしたものもあるが、この
場合、夏季の日中においては外気温度が異常高温になることがあり、その高温外気をハウ
ス内に導入しても、ハウス内の空気が外気と入れ替わるものの高温外気による種々の悪影
響が発生することを回避できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本願発明は、ハウス内の空気を排気フアンによって外気と入れ替えるようにし
たものにおいて、ハウス内に導入される外気を簡易な冷却設備を用いて予め冷却し得るよ
うにした植物栽培温室（農業用ハウス）を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願発明は、上記課題を解決するための手段として次の構成を有している。尚、本願発
明は、植物を栽培するための植物栽培温室（農業用ハウス）を対象としたものであり、特
に日差しの強い季節（主に夏季に使用されるが春季、秋季でも使用可能）の日中に好適な
ものである。
【００１０】
　［本願請求項１の発明］
　本願請求項１の発明の植物栽培温室は、上部を透明な被覆材で被覆してなるハウス本体
の側面に通気可能な防虫ネットを張設し、ハウス本体の適所に該ハウス本体内の空気をハ
ウス外に排出する排気フアンを設け、防虫ネットを張設したハウス本体の側面の外側近傍
位置に該側面の外側近傍位置の空気を細霧冷房する外部細霧冷房装置を設けているととも
に、ハウス本体内の空気を排気フアンで強制排気することで、ハウス本体内に上記外部細
霧冷房装置で細霧冷房された冷却外気が防虫ネットを通して導入されるように構成したも
のである。
【００１１】
　ハウス本体は、パイプ材やアングル材等で組立てた骨格体の外側上部を透明の被覆材（
ビニールシートやガラス板）で被覆して構成されたものである。
【００１２】
　ハウス本体の側面には、通気を許容し小害虫の侵入（通過）を防止するための防虫ネッ
トが張設されているが、最近では、オンシツコナジラミやスリップスなどの微小害虫の侵
入も阻止するために、防虫ネットとして網目空間が０.３～０.４mm程度の微細目のものを
多用している。尚、このような微細目の防虫ネットを使用すると、防虫の点では効果が良
好となるが通常の風程度では通気性が非常に悪いものとなる。
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【００１３】
　ハウス本体内の空気は、排気フアンによって強制排気されるようになっているが、ハウ
スが長いものでは、ハウス長さ方向の途中に補助送風フアンを設置して、ハウス内の全長
に亘って空気がスムーズに流れるようにすることができる。
【００１４】
　上記外部細霧冷房装置は、ハウス側面（防虫ネット張設部分）の外側近傍位置の空気を
細霧冷房するものであるが、この外部細霧冷房装置は、水を微細な水滴（細霧）にして外
気（高温空気）中に噴霧させることで、該細霧が空気中で蒸発するときの気化熱により、
ハウス側面の外側近傍位置にある空気を冷やすことができるようにしたものである。
【００１５】
　この請求項１の植物栽培温室は、次のように機能する。まず、日中において日光がハウ
ス内に照射するとハウス内の空気が日射熱で加温されるが、排気フアンを作動させている
と、ハウス内の空気が外気中に強制排気されることで該ハウス内が負圧になり、そのとき
の不足空気（外気）をハウス外からハウス側面の防虫ネットを通してハウス内に吸引する
ようになる。尚、ハウス内外に上記のような気圧差が生じると、防虫ネットの網目が微小
なものでも（自然状態で通気性に乏しい性状でも）、空気が自然に高圧側（ハウス外）か
ら低圧側（ハウス内）に流動するようになる。又、このような空気の流れは、排気フアン
の作動中は連続して行われるとともに、無風状態であってもハウス内の空気の入れ替えを
確実に行える。
【００１６】
　ところで、上記外部細霧冷房装置を作動させていると、ハウス側面（防虫ネット張設部
分）の外側近傍位置に細霧が放出され、その細霧が外気の熱で蒸発（気化）してその気化
熱によりハウス側面の外側近傍位置にある空気が冷やされる（外気温度以下になる）。
【００１７】
　そして、上記排気フアンが作動していると、ハウス側面の防虫ネットを通してハウス内
に外気が導入（吸引）されるが、その導入空気は上記のように外部細霧冷房装置によって
細霧冷房されたものであるから、ハウス内の高温空気が細霧冷房された低温空気（外気温
度以下）と入れ替わるようになる。
【００１８】
　従って、この請求項１の植物栽培温室では、日照時にはハウス内が日射熱で加温される
ものの、上記外部細霧冷房装置と排気フアンを作動させておくだけで、ハウス内を外気温
度以下に維持できる。
【００１９】
　［本願請求項２の発明］
　本願請求項２の発明は、上記請求項１の植物栽培温室において、ハウス本体内を上下に
通気可能な区画材により天井側の上部室と栽培室となる下部室との上下２室に区画し、上
記防虫ネットは下部室の側面に張設し、上記排気フアンは上部室内の空気をハウス外に排
出するように設置し、上記上部室内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置を設けて、上
部室内を内部細霧冷房装置で細霧冷房し得るようにしているとともに、上部室内の空気を
排気フアンで強制排気することで、下部室内の空気が上部室内に吸引され続いて下部室内
に外部細霧冷房装置で細霧冷房された冷却外気が防虫ネットを通して導入されるように構
成したものである。
【００２０】
　この請求項２の植物栽培温室において、ハウス本体内を上下２室に区画する区画材は、
上部室と下部室とを通気可能に区画するものであるが、その通気許容構造としては、区画
材自体に通気性を有するネットを使用したり、あるいは不通気シートを使用する場合には
該シートに所定面積割合の範囲で通気用の開口を設けるとよい。尚、この区画材は、栽培
室となる下部室に上方（上部室側）からの日光を透過させる必要から、透光性を有した材
質（ある程度、遮光性があってもよい）のものが採用される。
【００２１】
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　上部室内を細霧冷房する内部細霧冷房装置も、上記外部細霧冷房装置と同様に、噴霧し
た細霧が空気中で蒸発するときの気化熱により空気を冷やすことができるようにしたもの
であるが、この内部細霧冷房装置からの細霧は上部室内に噴霧される。
【００２２】
　そして、本願請求項２の植物栽培温室は、次のように機能する。まず、日中において日
光がハウス内に照射すると、その日光が届く上部室内及び下部室内が日射熱でそれぞれ加
温されるが、上記内部細霧冷房装置を作動させていると、上部室内で浮遊する細霧が上部
室内の熱で蒸発（気化）してその気化熱により該上部室内を細霧冷房することができる。
そして、このように、上部室内の空気が細霧冷房によって冷やされると、該上部室側から
下部室（栽培室）側への加熱伝導が起こりにくくなる。特に、上部室内の空気が排気フア
ンでハウス外に排出されているので、ハウス内の空気の流れは下部室側から上部室側への
一方通行になり、もし上部室内の空気が過度に加温されても、該上部室内の加温空気が下
部室内に流入することがない。
【００２３】
　他方、排気フアンを作動させていると、上部室内の空気が外気中に強制排気されること
で該上部室内が負圧になり、その不足空気を区画材の通気部分を通して下部室内から吸引
し、さらに下部室内の空気が上部室側に流入する（下部室内が負圧になる）ことで、その
不足空気を下部室側面の防虫ネットを通してハウス外から吸引するようになるが、ハウス
外から下部室内に導入（吸引）した外気は、上記請求項１で説明したように外部細霧冷房
装置によって予め冷やされたものである。
【００２４】
　従って、上記のように上部室内の空気が内部細霧冷房装置で冷やされていることで該上
部室側から下部室内への加熱伝導が起こりにくいことと、下部室内に導入される外気が外
部細霧冷房装置で予め冷やされていることにより、栽培室となる下部室内の温度を外気温
度より低い状態に維持させることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　［本願請求項１の発明の効果］
　本願請求項１の発明の植物栽培温室は、次のような効果がある。
【００２６】
　即ち、この請求項１の植物栽培温室は、排気フアンによりハウス内の空気をハウス外に
排出することで、ハウス側面の防虫ネットを通して外気をハウス内に導入させるようにし
たものであるが、ハウス内に導入される外気は外部細霧冷房装置からの細霧による気化熱
で外気温度より冷やされているので、ハウス内の空気を外気温度以下に維持させることが
できる。
【００２７】
　従って、ハウス内での高温による作物育成環境や作業に従事する作業員の作業環境等が
それぞれ改善できるので、外気が高温となる季節（主として夏季）においてもハウス栽培
が可能となるとともに、良好な環境で作物の育成が行えるという効果がある。
【００２８】
　又、この請求項１の植物栽培温室で使用されている外部細霧冷房装置は、細霧の気化熱
で外気を冷房し得るものであるので、冷房装置として設備費が安価となるとともに運転コ
ストも安価となるという効果もある。
【００２９】
　［本願請求項２の発明の効果］
　本願請求項２の発明の植物栽培温室は、上記内部細霧冷房装置によりハウスの上部室内
を細霧冷房できるので、該上部室から下部室への加熱伝導を抑制できる。さらに、上部室
内の空気が排気フアンでハウス外に排出されているので、ハウス内の空気の流れは下部室
側から上部室側への一方通行になり、もし上部室内の空気が過度に加温されても、該上部
室内の加温空気が下部室内に流入することがない（下部室内が上部室側の加温空気で温度
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上昇しない）。
【００３０】
　従って、この請求項２の植物栽培温室では、上記外部細霧冷房装置による上記請求項１
に記載した効果に加えて、上記内部細霧冷房装置による上部室から下部室への加熱伝導及
び加温空気の流入を阻止できるので、栽培室となる下部室内の温度上昇を一層抑制できる
という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本願請求項１に対応する第１実施例の植物栽培温室（ハウス）の斜視図である。
【図２】図１のハウスにおける長手方向の縦断面図（図１のII－II断面図）である。
【図３】図１のハウスにおける幅方向の縦断面図（図１のIII－III断面図）である。
【図４】本願請求項２に対応する第２実施例の植物栽培温室（ハウス）の斜視図である。
【図５】図４のハウスにおける長手方向の縦断面図（図４のＶ－Ｖ断面図）である。
【図６】図４のハウスにおける幅方向の縦断面図（図４のVI－VI断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、図１～図６を参照して本願の実施例を説明すると、図１～図３には本願請求項１
に対応する第１実施例の植物栽培温室を示し、図４～図６には本願請求項２に対応する第
２実施例の植物栽培温室を示している。尚、以下の各実施例の説明においても、本願の植
物栽培温室を単にハウスということがある。
【００３３】
　［図１～図３の第１実施例］
　まず図１～図３に示す第１実施例の植物栽培温室（ハウス）を説明すると、この第１実
施例のハウスは、パイプ材やアングル材等で組立てた骨格体の外側を透明の被覆材２で被
覆してハウス本体１を構成している。尚、各図にはハウス本体１の骨格体（パイプ材やア
ングル材等）は図示省略している。
【００３４】
　この第１実施例（図１～図３）で採用しているハウス本体１の大きさ・形状は、特に限
定するものではないが、ハウス妻面１２（及び１３）が例えば幅６～１０ｍ、高さ４～５
ｍ程度の面積で、前後長さが例えば３０～５０ｍ程度の大きさのカマボコ型に形成してい
る。
【００３５】
　ハウス本体１の外表は、屋根部２に透明シートを使用し、左右各側面１１，１１に通気
性のある防虫ネット３，３を使用し、前後妻面１２，１３の各上方部分１２ａ，１３ａに
透明シートを使用し、前後妻面１２，１３の各下方部分１２ｂ，１３ｂに通気性のある防
虫ネット３を使用している。尚、この第１実施例では、前後妻面１２，１３の各下方部分
１２ｂ，１３ｂの防虫ネット張設部分もハウス本体１における通気性のある側面１１とし
て取り扱うものとする。
【００３６】
　前後妻面１２，１３の各下方部分１２ｂ，１３ｂには、開閉可能な出入口（扉）１５，
１６（図１参照）を設けている。そして、この実施例では、前後妻面１２，１３の下方部
分１２ｂ，１３ｂの防虫ネット３，３は、各出入り口１５，１６を除く部分に張設されて
いる。尚、他の実施例では、前後妻面１２，１３における各出入り口１５，１６にも防虫
ネットを設けてもよく、あるいは前後妻面１２，１３の各全面に防虫ネットを設けないも
のも実施可能である。又、前後妻面１２，１３の幅が大きいものでは、該前後妻面１２，
１３の下方部分１２ｂ，１３ｂのみに防虫ネットを張設してもよく、この場合は、前後妻
面１２，１３の下方部分１２ｂ，１３ｂが特許請求の範囲中の側面となる。
【００３７】
　屋根部２の透明シート及び前後妻面１２，１３の上方部分１２ａ，１３ａの透明シート
は、雨水の透過を阻止する防水性と日光の透過を許容する透光性とを有したビニールシー
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トが採用されている。
【００３８】
　ハウスの左右側面１１，１１（及び前後妻面１２，１３の各下方部分１２ａ，１３ａ）
に使用している防虫ネット３は、この実施例では、オンシツコナジラミやスリップスなど
の微小害虫の侵入も阻止するために、網目空間が０.３～０.４mm程度の微細目のものを使
用している。尚、このような微細目の防虫ネット３を使用すると、防虫の点では効果が良
好となるものの通常の風程度では通気性が非常に悪いものとなるが、本願では後述するよ
うに排気フアン５によるハウス内空気の強制排出により、防虫ネット３の網目を通して外
気をハウス内に導入させ得るようにしている。
【００３９】
　ところで、ハウス本体１の外表における透明シート部分（屋根部２全体、及び前後妻面
の各上方部分１２ａ，１３ａ）は、日光透過率（図２、図３のＬ０）が大きくなって、ハ
ウス内への加温作用が大きくなり、夏季の日照時にはハウス内の温度が４０℃を超えるよ
うな苛酷な環境になることが多々ある。
【００４０】
　そこで、この第１実施例の植物栽培温室では、ハウス内で加温された空気を外気と入れ
替えるために、ハウス本体１の適所（図示例では後側妻面１３の上方部分１３ａ）に排気
フアン５を設け、該排気フアン５でハウス内の空気をハウス外に排出することで、ハウス
内の不足空気をハウス外からハウス側面１１，１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の各防虫ネッ
ト３，３・・を通してハウス内に導入するようにしている。尚、ハウス本体１内の空気は
、後側妻面１３の排気フアン５により外気中に強制排気されるようになっているが、ハウ
スが長いものでは、ハウス本体１内の天井部付近にハウス長さ方向の適数箇所に補助送風
フアン９Ａ，９Ｂ（図２参照）を設置することにより、ハウス内の全長に亘って空気がス
ムーズに流れるようにすることができる。
【００４１】
　ところで、このようにハウス内の空気を排気フアン５で強制的に入れ替えるようにする
と、該ハウス内の温度を外気温近くに抑制できるが、夏季の日照時には外気温度が異常高
温（例えば３５℃超）になることがあり、その高温外気をハウス内に導入しても、高温外
気による種々の悪影響が発生することが予想される。
【００４２】
　そこで、本願の植物栽培温室では、細霧冷房という簡易な手法でハウス内が異常高温に
ならないようにしている。即ち、この第１実施例（図１～図３）の植物栽培温室には、ハ
ウス側面１１，１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置において外気を細霧冷房する
ための外部細霧冷房装置８を装備している。
【００４３】
　この外部細霧冷房装置８は、ハウス本体１における防虫ネット３を張設した側面１１，
１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置を取り巻くように配置された配水管８０と、
該配水管８０に所定間隔をもって設置した多数の細霧噴出ノズル８１，８１・・と、配水
管８０を通して各細霧噴出ノズル８１，８１・・に水を圧送するポンプ８２とを有してい
る。尚、この第１実施例では、外部細霧冷房装置８をハウス本体１の左右に２セット使用
しているが、ハウスの規模によって外部細霧冷房装置８のセット個数を増減することがで
きる。
【００４４】
　この外部細霧冷房装置８の各細霧噴出ノズル８１，８１・・は、防虫ネット３を張設し
ている側面１１（１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置において配水管８０の長さ方向に所定
間隔（例えば５０～１００cm間隔）をもって多数設置している。
【００４５】
　そして、この各外部細霧冷房装置８，８は、ポンプ８２を作動させると、各細霧噴出ノ
ズル８１，８１・・から細霧Ｆが噴出され、該細霧Ｆが外気温で蒸発（気化）し、その気
化熱によりハウス側面１１（防虫ネット張設部分）の外側近傍位置の空気を外気温度より
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低温度まで冷やすことができるものである。
【００４６】
　このように、外部細霧冷房装置８からの細霧で下部室側面１１の外側近傍位置の空気温
度を低下させることができると、上記のように防虫ネット３を通してハウス内に吸引され
る空気が外気温度より低温になるので、外気温度が高い夏季の日照時であっても、ハウス
内を外気温度以下に維持できる。
【００４７】
　従って、図１～図３に示す第１実施例の植物栽培温室では、ハウス内での高温による作
物育成環境や作業に従事する作業員の作業環境等がそれぞれ改善できるので、外気が高温
となる季節（主として夏季）においてもハウス栽培が可能となるとともに、良好な環境で
作物の育成が行えるという機能を有している。
【００４８】
　又、この第１実施例の植物栽培温室で使用されている外部細霧冷房装置８は、細霧の気
化熱で外気を冷やし得るものであるので、冷房装置として設備費が安価となるとともに運
転コストも安価となるという機能を有している。
【００４９】
　［図４～図６の第２実施例］
　図４～図６に示す第２実施例の植物栽培温室は、本願請求項２に対応するものであるが
、この第２実施例では、上記第１実施例（図１～図３）のものに次の構成を付加したもの
である。
【００５０】
　即ち、図４～図６の第２実施例の植物栽培温室は、上記第１実施例（図１～図３）のも
のに加えて、ハウス本体１内を上下に通気可能な区画材６により天井側の上部室２１と栽
培室となる下部室２２との上下２室に区画し、下部室２２の側面１１（１３ｂを含む）に
防虫ネット３を張設し、上部室２１内の空気を排気フアン５でハウス外に排出するように
しているとともに、上部室２１内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置７を設けて構成
されている。
【００５１】
　上記区画材６は、ハウス本体１内の前後方向の全長に設置されていて、上部室２１と下
部室２２とがそれぞれハウス本体１の全長に亘って連続する状態で区画されている。又、
この区画材６の設置高さは、ハウス本体１内の下部室（栽培室）２２として、人の歩行及
び作業に邪魔にならないような高さ（例えば２～２.５ｍ程度の高さ）が確保できるよう
な高さ位置に設定されている。
【００５２】
　ところで、ハウス内で作物を栽培するのに、下部室（栽培室）２２内にも所定の日射量
Ｌａ（図５、図６）が必要であるが、夏季のような日差しの強い季節では、下部室２２内
が過度に昇温するのを防止するために該下部室２２内への日射量Ｌａをある程度制限する
ことが望ましい。そこで、この第２実施例では、ハウス本体１内を上下に区画する上記区
画材６を利用して、上部室２１内に照射した日射量Ｌ１が下部室２２側に透過する日射量
Ｌａを制限するようにしている。
【００５３】
　この第２実施例で使用している区画材６としては、例えば、遮光ネットや半透明の遮光
シート（又は反射シート）等の遮光材６１を使用することができる。この区画材６（遮光
材６１）による好適な遮光率は、栽培作物の種類やハウス設置環境等に応じて変化させ得
るが、上部室２１側から区画材６上面に照射した照射量Ｌ１を例えば（特に限定するもの
ではないが）５０～７０％程度カットし得る（換言すると、該照射量Ｌ１の５０～３０％
だけ透過させ得る）ものが採用されている。即ち、図５及び図６において、上部室２１を
通って区画材６（遮光材６１）上に照射した日射量Ｌ１は、その一部Ｌｂが遮光材６１に
よって遮光（又は反射）されて、残余の日射量Ｌａのみが下部室２２内に透過するように
なっている。従って、被覆材２等を透過して遮光材６１上に照射した照射量Ｌ１の一部Ｌ
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ｂが該遮光材６１で遮光（又は反射）されることにより、下部室２２内に照射される照射
量Ｌａを減少できるので、下部室２２内の作物Ｐに対する悪影響（例えば葉焼け）を防止
したり、下部室２２内への温度上昇作用を抑制できる。
【００５４】
　又、上記区画材６は、上部室２１と下部室２２とが通気可能な状態で設置されているが
、この第２実施例では図４及び図６に示すように、左右に分割した２枚の遮光材（遮光シ
ート）６１，６１間に所定間隔（例えば２０～４０cm程度の間隔）の隙間６２を設けて、
該隙間６２部分で通気可能としている。尚、遮光材６１として遮光ネット（又はパンチン
グシート）を使用する場合は、該遮光ネットの網目（又はパンチングシートの穴）から通
気させることができるので、上記隙間６２を設けないものでもよい。
【００５５】
　下部室２２内に外気を導入するための防虫ネット３は、この第２実施例では下部室２２
の左右側面１１，１１及び後側妻面１３の下方部分１３ａに使用している。尚、この第２
実施例で使用している防虫ネット３も上記第１実施例のものと同じ機能を有するものであ
る。
【００５６】
　上部室２１内の空気は、内部細霧冷房装置７によって細霧冷房する内部細霧冷房装置７
は、ハウス外の外気を吸引する吸気フアン４と、細霧を噴出させる細霧噴出ノズル７１と
、該細霧噴出ノズル７１に水を圧送するポンプ７２とを有している。
【００５７】
　内部細霧冷房装置７の吸気フアン４は、前側妻面１２における上方部分１２ａ（上部室
２１に対応する部分）に設けられている。この吸気フアン４の外側は、前側妻面１２の外
面に設置したフード１４で被覆されている。このフード１４は、吸気フアン４を被覆する
高さ位置から地表面に達する高さ範囲に設置している。又、このフード１４の上半部１４
ａには通気性のない透明シートが使用されている一方、該フード１４の下半部１４ｂには
ハウス側面１１の防虫ネット３と同様な細め（網目空間が０.３～０.４mm）の防虫ネット
が使用されている。そして、上記吸気フアン４を作動させると、０がフード下半部（防虫
ネット）１４ｂの網目からフード１４内に吸引された後、吸気フアン４を通って符号Ａ１
で示すように上部室２１の始端部２１ａ内に吹き込まれるようになっている。
【００５８】
　内部細霧冷房装置７の細霧噴出ノズル７１は、上記フード１４内における上下中間高さ
付近（遮光材６１の高さ付近）においてハウス幅方向に所定間隔をもって複数個設けてい
る。そして、この各細霧噴出ノズル７１，７１・・にはポンプ７２からの水が圧送されて
、該水が各細霧噴出ノズル７１，７１・・から細霧状態（符号Ｆ）で吐出されるようにな
っている。
【００５９】
　各細霧噴出ノズル７１，７１・・から吐出された細霧Ｆは、吸気フード１４内を上向き
に流れる空気中に混入して細霧混じりの空気となり、該細霧混じりの空気が吸気フアン４
によって矢印ＡＦ（図５）で示すように上部室２１の始端部２１ａ内に吹き込まれる。
【００６０】
　そして、該吸気フアン４と上記排気フアン５を共に作動させると、吸気フアン４により
外気Ａ０がフード１４内を通して上部室２１の始端部２１ａ内に吸引される一方、該上部
室２１内の空気が矢印Ｂ（図５）で示すように順次上部室２１の終端部２１ｂ側に流動し
て、最終的に排気フアン５部分から矢印Ｃで示すように外気中に排出される。
【００６１】
　尚、この第２実施例では、上記内部細霧冷房装置７で発生させた細霧を前側妻面１２側
から上部室２１の始端部２１ａに供給するようにしているが、他の実施例では、内部細霧
冷房装置７で発生させた細霧をハウス長さ方向の中央付近に噴出させて、上部室２１内の
前方側と後方側に振り分けて流動させるようにしてもよい。
【００６２】
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　ところで、上記第２実施例の植物栽培温室では、上部室２１内の空気を排気フアン５で
大気中に放出することで該上部室２１内を負圧にし、そのときの不足空気を下部室２２を
介してハウス側面１１の防虫ネット３部分を通してハウス内に吸引することを基本構成と
しているが、上部室２１内を負圧にするのに、この第２実施例では後側妻面１３における
排気フアン５部分での排気量を前側妻面１２における吸気フアン４部分での吸気量より大
きくすることで対応している。即ち、この第２実施例では、各フアン４，５の出力差は、
特に限定するものではないが、吸気フアン４の吸気出力を例えば３５０～４００ワット程
度とする一方、排気フアン５の排気出力を例えば７００～８００ワット程度にすることが
できる。
【００６３】
　この第２実施例の植物栽培温室では、上記第１実施例の植物栽培温室の機能に加えて、
次のような機能を有している。
【００６４】
　即ち、ハウス本体１の上部室２１は、日射熱Ｌ０で高温度まで加温される部分であるが
、その上部室２１内の始端部２１ａに内部細霧冷房装置７で発生させた細霧Ｆを供給する
ことで、上部室２１内を細霧の気化により冷房できるので、該上部室２１内が日射熱Ｌ０
で高温度まで加温されるのを抑制できる。このように、内部細霧冷房装置７により上部室
２１内の温度上昇作用が抑制できると、下部室２２が上部室２１の温度で加温されにくく
なるので、夏季のような高温時においても栽培室となる下部室２２内が過度に加温されに
くくなる。又、ハウス内の空気の流れは下部室２２側から上部室２１側への一方通行にな
り、もし上部室２１内の空気が過度に加温されても、該上部室２１内の加温空気が下部室
２２内に流入することがない。
【００６５】
　従って、この第２実施例の植物栽培温室では、上記外部細霧冷房装置８による機能（ハ
ウス内に導入する外気を細霧冷房すること）に加えて、内部細霧冷房装置７による上部室
２１から下部室２２への加熱伝導及び加温空気の流入を阻止できるので、栽培室となる下
部室２２内の温度上昇を一層抑制できるという機能を有している。
【符号の説明】
【００６６】
　１はハウス本体、２は被覆材、３は防虫ネット、４は吸気フアン、５は排気フアン、６
は区画材、７は内部細霧冷房装置、８は外部細霧冷房装置、１１は側面、１２，１３はハ
ウス妻面、２１は上部室、２２は下部室、７１，８１は細霧噴出ノズルである。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月30日(2016.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部を透明な被覆材（２）で被覆してなるハウス本体（１）の長さ方向に向く左右各側
面（１１，１１）にそれぞれ通気可能な防虫ネット（３，３）を張設し、
　上記ハウス本体（１）の適所に該ハウス本体（１）内の空気をハウス外に排出する排気
フアン（５）を設け、
　上記防虫ネット（３）を張設した上記ハウス本体（１）の上記各側面（１１，１１）の
それぞれ外側近傍位置に、水を細霧にして外気中に噴霧し該噴霧が外気温で蒸発するとき
の気化熱により空気を細霧冷房する外部細霧冷房装置（８）を設けている一方、
　上記外部細霧冷房装置（８）は、上記左右各防虫ネット（３，３）の張設範囲に亘って
所定間隔をもって設置した多数の細霧噴出ノズル（８１，８１・・）を有しているととも
に、
　上記ハウス本体（１）内の空気を上記排気フアン（５）で強制排気することで、上記ハ
ウス本体（１）内に上記外部細霧冷房装置（８）で細霧冷房された冷却外気が上記防虫ネ
ット（３）を通して導入されるように構成している、
　ことを特徴とする植物栽培温室。
【請求項２】
　請求項１において、



(13) JP 2017-184645 A 2017.10.12

　上記ハウス本体（１）内を上下に通気可能な区画材（６）により天井側の上部室（２１
）と栽培室となる下部室（２２）との上下２室に区画し、
　上記防虫ネット（３）は上記下部室（２２）の側面（１１）に設け、
　上記排気フアン（５）は上記上部室（２１）内の空気をハウス外に排出するように設置
し、
　上記上部室（２１）内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置（７）を設けて、上記上
部室（２１）内を上記内部細霧冷房装置（７）で細霧冷房し得るようにしているとともに
、
　上記上部室（２１）内の空気を上記排気フアン（５）で強制排気することで、上記下部
室（２２）内の空気が上記上部室（２１）内に吸引され続いて上記下部室（２２）内に上
記外部細霧冷房装置（８）で細霧冷房された冷却外気が上記防虫ネット（３）を通して導
入されるように構成している、
　ことを特徴とする植物栽培温室。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、草花、果菜、野菜等の植物を栽培するための植物栽培温室に関するもので
ある。尚、本願が対象にしている植物栽培温室は、パイプ材やアングル材等で組立てた骨
格体の外側を透明の被覆材（ビニールシートやガラス板）で被覆したものであって、一般
に農業用ハウスと称されているものである。そして、以下の説明では、本願の植物栽培温
室を農業用ハウス又は単にハウスということがある。
【背景技術】
【０００２】
　基本的な農業用ハウスとして、骨格体（パイプ材やアングル材等で組立てたもの）の外
側を透明な被覆材（ビニールシートやガラス板等）で覆って雨水の侵入を防止する一方で
、ハウスの側面下部に防虫ネットを張設してハウス内の通気性を確保するようにしたもの
がある。
【０００３】
　ところで、上記のようなハウスにおいては、特に夏季の日照時には、透明な被覆材を通
して日射熱でハウス内が４０℃以上の高温になることが通例であり、その場合には、高温
による作物への悪影響が出る一方、作業に従事する作業員の作業環境が劣悪になる。従っ
て、夏の高温時期には、多くの農家がハウス栽培を休止しているのが現状である。
【０００４】
　他方、夏季の高温時にハウス内を冷凍機で冷やすものも散見されるが、その場合は、設
備費が高価となり且つ運転コスト（電気代）も高くつくので、一般に普及していない。
【０００５】
　又、近年、ハウス内を比較的簡易に冷却する設備として、ミスト状の水滴（細霧）をハ
ウス内に飛散させてその気化熱により冷房するようにした細霧冷房設備がある。この細霧
冷房設備は、ハウス内に点在させた多数の細霧噴出ノズルから一定時間ごとに細霧を噴出
させてハウス内を細霧冷房するものであるが、日中はハウス内が日射熱により加温される
ことにより細霧が気化して、ハウス内全域が異常な高湿状態になる。そして、ハウス内が
異常な高湿状態になると、作物に対する病気の発生や品質の低下が起こり、さらに長時間
の作業ができない程度の高湿作業環境になる。
【０００６】
　ところで、このような高湿状態を解消するには、ハウス内の換気（外気と入れ替え）を
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迅速に行う必要があるが、ハウス内の高湿状態をハウス内での作業実施可能な程度まで低
下させるには、外気の入れ替えに時間を要し、さらにその間もハウス内が被覆材を透過す
る日射熱で加温され続けているので、ハウス内の作業環境はさほど改善できないのが現状
である。
【０００７】
　又、従来から、ハウス内が過度に高温になるのを防止するために、ハウス壁面に排気フ
アンを設けてハウス内の熱気を外気と強制的に入れ替えるようにしたものもあるが、この
場合、夏季の日中においては外気温度が異常高温になることがあり、その高温外気をハウ
ス内に導入しても、ハウス内の空気が外気と入れ替わるものの高温外気による種々の悪影
響が発生することを回避できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本願発明は、ハウス内の空気を排気フアンによって外気と入れ替えるようにし
たものにおいて、ハウス内に導入される外気を簡易な冷却設備を用いて予め冷却し得るよ
うにした植物栽培温室（農業用ハウス）を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願発明は、上記課題を解決するための手段として次の構成を有している。尚、本願発
明は、植物を栽培するための植物栽培温室（農業用ハウス）を対象としたものであり、特
に日差しの強い季節（主に夏季に使用されるが春季、秋季でも使用可能）の日中に好適な
ものである。
【００１０】
　［本願請求項１の発明］
　本願請求項１の発明の植物栽培温室は、上部を透明な被覆材で被覆してなるハウス本体
の長さ方向に向く左右各側面にそれぞれ通気可能な防虫ネットを張設し、ハウス本体の適
所に該ハウス本体内の空気をハウス外に排出する排気フアンを設け、防虫ネットを張設し
たハウス本体の側面の外側近傍位置に、水を細霧にして外気中に噴霧し該噴霧が外気温で
蒸発するときの気化熱により空気を細霧冷房する外部細霧冷房装置を設けている一方、外
部細霧冷房装置は、各防虫ネットの張設範囲に亘って所定間隔を持って設置した多数の細
霧噴出ノズルを有しているとともに、ハウス本体内の空気を排気フアンで強制排気するこ
とで、ハウス本体内に上記外部細霧冷房装置で細霧冷房された冷却外気が防虫ネットを通
して導入されるように構成したものである。
【００１１】
　ハウス本体は、パイプ材やアングル材等で組立てた骨格体の外側上部を透明の被覆材（
ビニールシートやガラス板）で被覆して構成されたものである。
【００１２】
　ハウス本体の左右各側面には、それぞれ通気を許容し小害虫の侵入（通過）を防止する
ための防虫ネットが張設されているが、最近では、オンシツコナジラミやスリップスなど
の微小害虫の侵入も阻止するために、防虫ネットとして網目空間が０.３～０.４mm程度の
微細目のものを多用している。尚、このような微細目の防虫ネットを使用すると、防虫の
点では効果が良好となるが通常の風程度では通気性が非常に悪いものとなる。
【００１３】
　ハウス本体内の空気は、排気フアンによって強制排気されるようになっているが、ハウ
スが長いものでは、ハウス長さ方向の途中に補助送風フアンを設置して、ハウス内の全長
に亘って空気がスムーズに流れるようにすることができる。
【００１４】
　上記外部細霧冷房装置は、ハウス側面（防虫ネット張設部分）の外側近傍位置の空気を
細霧冷房するものであるが、この外部細霧冷房装置は、水を微細な水滴（細霧）にして外
気（高温空気）中に噴霧させることで、該細霧が空気中で蒸発するときの気化熱により、
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ハウス側面の外側近傍位置にある空気を冷やすことができるようにしたものである。そし
て、この外部細霧冷房装置では、ハウスの左右各側面の各防虫ネットの張設範囲に亘って
所定間隔をもって多数の細霧噴出ノズルを設置していることにより、ハウス本体を取り巻
く広範囲の部分で細霧冷房し得るようになっている。
【００１５】
　この請求項１の植物栽培温室は、次のように機能する。まず、日中において日光がハウ
ス内に照射するとハウス内の空気が日射熱で加温されるが、排気フアンを作動させている
と、ハウス内の空気が外気中に強制排気されることで該ハウス内が負圧になり、そのとき
の不足空気（外気）をハウス外からハウス側面の防虫ネットを通してハウス内に吸引する
ようになる。尚、ハウス内外に上記のような気圧差が生じると、防虫ネットの網目が微小
なものでも（自然状態で通気性に乏しい性状でも）、空気が自然に高圧側（ハウス外）か
ら低圧側（ハウス内）に流動するようになる。又、このような空気の流れは、排気フアン
の作動中は連続して行われるとともに、無風状態であってもハウス内の空気の入れ替えを
確実に行える。
【００１６】
　ところで、上記外部細霧冷房装置を作動させていると、ハウス本体を取り巻く広範囲の
部分（防虫ネット張設部分）の外側近傍位置に各細霧噴出ノズルから細霧が放出され、そ
の細霧が外気の熱で蒸発（気化）してその気化熱によりハウス側面の外側近傍位置の広範
囲にある空気が冷やされる（外気温度以下になる）。
【００１７】
　そして、上記排気フアンが作動していると、ハウス側面の防虫ネットを通してハウス本
体を取り巻く広範囲の部分からハウス内に外気が導入（吸引）されるが、その導入空気は
上記のように外部細霧冷房装置によって細霧冷房されたものであるから、ハウス内の高温
空気が細霧冷房された低温空気（外気温度以下）と入れ替わるようになる。
【００１８】
　従って、この請求項１の植物栽培温室では、日照時にはハウス内が日射熱で加温される
ものの、上記外部細霧冷房装置と排気フアンを作動させておくだけで、ハウス内を外気温
度以下に維持できる。
【００１９】
　［本願請求項２の発明］
　本願請求項２の発明は、上記請求項１の植物栽培温室において、ハウス本体内を上下に
通気可能な区画材により天井側の上部室と栽培室となる下部室との上下２室に区画し、上
記防虫ネットは下部室の側面に張設し、上記排気フアンは上部室内の空気をハウス外に排
出するように設置し、上記上部室内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置を設けて、上
部室内を内部細霧冷房装置で細霧冷房し得るようにしているとともに、上部室内の空気を
排気フアンで強制排気することで、下部室内の空気が上部室内に吸引され続いて下部室内
に外部細霧冷房装置で細霧冷房された冷却外気が防虫ネットを通して導入されるように構
成したものである。
【００２０】
　この請求項２の植物栽培温室において、ハウス本体内を上下２室に区画する区画材は、
上部室と下部室とを通気可能に区画するものであるが、その通気許容構造としては、区画
材自体に通気性を有するネットを使用したり、あるいは不通気シートを使用する場合には
該シートに所定面積割合の範囲で通気用の開口を設けるとよい。尚、この区画材は、栽培
室となる下部室に上方（上部室側）からの日光を透過させる必要から、透光性を有した材
質（ある程度、遮光性があってもよい）のものが採用される。
【００２１】
　上部室内を細霧冷房する内部細霧冷房装置も、上記外部細霧冷房装置と同様に、噴霧し
た細霧が空気中で蒸発するときの気化熱により空気を冷やすことができるようにしたもの
であるが、この内部細霧冷房装置からの細霧は上部室内に噴霧される。
【００２２】
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　そして、本願請求項２の植物栽培温室は、次のように機能する。まず、日中において日
光がハウス内に照射すると、その日光が届く上部室内及び下部室内が日射熱でそれぞれ加
温されるが、上記内部細霧冷房装置を作動させていると、上部室内で浮遊する細霧が上部
室内の熱で蒸発（気化）してその気化熱により該上部室内を細霧冷房することができる。
そして、このように、上部室内の空気が細霧冷房によって冷やされると、該上部室側から
下部室（栽培室）側への加熱伝導が起こりにくくなる。特に、上部室内の空気が排気フア
ンでハウス外に排出されているので、ハウス内の空気の流れは下部室側から上部室側への
一方通行になり、もし上部室内の空気が過度に加温されても、該上部室内の加温空気が下
部室内に流入することがない。
【００２３】
　他方、排気フアンを作動させていると、上部室内の空気が外気中に強制排気されること
で該上部室内が負圧になり、その不足空気を区画材の通気部分を通して下部室内から吸引
し、さらに下部室内の空気が上部室側に流入する（下部室内が負圧になる）ことで、その
不足空気を下部室側面の防虫ネットを通してハウス外から吸引するようになるが、ハウス
外から下部室内に導入（吸引）した外気は、上記請求項１で説明したように外部細霧冷房
装置によって予め冷やされたものである。
【００２４】
　従って、上記のように上部室内の空気が内部細霧冷房装置で冷やされていることで該上
部室側から下部室内への加熱伝導が起こりにくいことと、下部室内に導入される外気が外
部細霧冷房装置で予め冷やされていることにより、栽培室となる下部室内の温度を外気温
度より低い状態に維持させることができる。
【発明の効果】
【００２５】
　［本願請求項１の発明の効果］
　本願請求項１の発明の植物栽培温室は、次のような効果がある。
【００２６】
　即ち、この請求項１の植物栽培温室は、排気フアンによりハウス内の空気をハウス外に
排出することで、ハウス側面の防虫ネットを通して外気をハウス内に導入させるようにし
たものであるが、ハウス内に導入される外気は外部細霧冷房装置からの細霧による気化熱
で外気温度より冷やされているので、ハウス内の空気を外気温度以下に維持させることが
できる。
【００２７】
　従って、ハウス内での高温による作物育成環境や作業に従事する作業員の作業環境等が
それぞれ改善できるので、外気が高温となる季節（主として夏季）においてもハウス栽培
が可能となるとともに、良好な環境で作物の育成が行えるという効果がある。
【００２８】
　又、この請求項１の植物栽培温室で使用されている外部細霧冷房装置は、細霧の気化熱
で外気を冷房し得るものであるので、冷房装置として設備費が安価となるとともに運転コ
ストも安価となるという効果がある。
【００２９】
　さらに、上記外部細霧冷房装置は、左右各防虫ネットの張設範囲に、所定間隔をもって
多数の細霧噴出ノズルを設置したものであるから、ハウス側面（防虫ネット張設部分）を
取り巻く広範囲の場所から細霧冷房できるという効果がある。
【００３０】
　［本願請求項２の発明の効果］
　本願請求項２の発明の植物栽培温室は、上記内部細霧冷房装置によりハウスの上部室内
を細霧冷房できるので、該上部室から下部室への加熱伝導を抑制できる。さらに、上部室
内の空気が排気フアンでハウス外に排出されているので、ハウス内の空気の流れは下部室
側から上部室側への一方通行になり、もし上部室内の空気が過度に加温されても、該上部
室内の加温空気が下部室内に流入することがない（下部室内が上部室側の加温空気で温度
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上昇しない）。
【００３１】
　従って、この請求項２の植物栽培温室では、上記外部細霧冷房装置による上記請求項１
に記載した効果に加えて、上記内部細霧冷房装置による上部室から下部室への加熱伝導及
び加温空気の流入を阻止できるので、栽培室となる下部室内の温度上昇を一層抑制できる
という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本願請求項１に対応する第１実施例の植物栽培温室（ハウス）の斜視図である。
【図２】図１のハウスにおける長手方向の縦断面図（図１のII－II断面図）である。
【図３】図１のハウスにおける幅方向の縦断面図（図１のIII－III断面図）である。
【図４】本願請求項２に対応する第２実施例の植物栽培温室（ハウス）の斜視図である。
【図５】図４のハウスにおける長手方向の縦断面図（図４のＶ－Ｖ断面図）である。
【図６】図４のハウスにおける幅方向の縦断面図（図４のVI－VI断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、図１～図６を参照して本願の実施例を説明すると、図１～図３には本願請求項１
に対応する第１実施例の植物栽培温室を示し、図４～図６には本願請求項２に対応する第
２実施例の植物栽培温室を示している。尚、以下の各実施例の説明においても、本願の植
物栽培温室を単にハウスということがある。
【００３４】
　［図１～図３の第１実施例］
　まず図１～図３に示す第１実施例の植物栽培温室（ハウス）を説明すると、この第１実
施例のハウスは、パイプ材やアングル材等で組立てた骨格体の外側を透明の被覆材２で被
覆してハウス本体１を構成している。尚、各図にはハウス本体１の骨格体（パイプ材やア
ングル材等）は図示省略している。
【００３５】
　この第１実施例（図１～図３）で採用しているハウス本体１の大きさ・形状は、特に限
定するものではないが、ハウス妻面１２（及び１３）が例えば幅６～１０ｍ、高さ４～５
ｍ程度の面積で、前後長さが例えば３０～５０ｍ程度の大きさのカマボコ型に形成してい
る。
【００３６】
　ハウス本体１の外表は、屋根部２に透明シートを使用し、左右各側面１１，１１に通気
性のある防虫ネット３，３を使用し、前後妻面１２，１３の各上方部分１２ａ，１３ａに
透明シートを使用し、前後妻面１２，１３の各下方部分１２ｂ，１３ｂに通気性のある防
虫ネット３を使用している。尚、この第１実施例では、前後妻面１２，１３の各下方部分
１２ｂ，１３ｂの防虫ネット張設部分もハウス本体１における通気性のある側面１１とし
て取り扱うことができる。
【００３７】
　前後妻面１２，１３の各下方部分１２ｂ，１３ｂには、開閉可能な出入口（扉）１５，
１６（図１参照）を設けている。そして、この実施例では、前後妻面１２，１３の下方部
分１２ｂ，１３ｂの防虫ネット３，３は、各出入り口１５，１６を除く部分に張設されて
いる。尚、他の実施例では、前後妻面１２，１３における各出入り口１５，１６にも防虫
ネットを設けてもよく、あるいは前後妻面１２，１３の各全面に防虫ネットを設けないも
のも実施可能である。又、前後妻面１２，１３の幅が大きいものでは、該前後妻面１２，
１３の下方部分１２ｂ，１３ｂのみに防虫ネットを張設してもよい。
【００３８】
　屋根部２の透明シート及び前後妻面１２，１３の上方部分１２ａ，１３ａの透明シート
は、雨水の透過を阻止する防水性と日光の透過を許容する透光性とを有したビニールシー
トが採用されている。
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【００３９】
　ハウスの左右側面１１，１１（及び前後妻面１２，１３の各下方部分１２ａ，１３ａ）
に使用している防虫ネット３は、この実施例では、オンシツコナジラミやスリップスなど
の微小害虫の侵入も阻止するために、網目空間が０.３～０.４mm程度の微細目のものを使
用している。尚、このような微細目の防虫ネット３を使用すると、防虫の点では効果が良
好となるものの通常の風程度では通気性が非常に悪いものとなるが、本願では後述するよ
うに排気フアン５によるハウス内空気の強制排出により、防虫ネット３の網目を通して外
気をハウス内に導入させ得るようにしている。
【００４０】
　ところで、ハウス本体１の外表における透明シート部分（屋根部２全体、及び前後妻面
の各上方部分１２ａ，１３ａ）は、日光透過率（図２、図３のＬ０）が大きくなって、ハ
ウス内への加温作用が大きくなり、夏季の日照時にはハウス内の温度が４０℃を超えるよ
うな苛酷な環境になることが多々ある。
【００４１】
　そこで、この第１実施例の植物栽培温室では、ハウス内で加温された空気を外気と入れ
替えるために、ハウス本体１の適所（図示例では後側妻面１３の上方部分１３ａ）に排気
フアン５を設け、該排気フアン５でハウス内の空気をハウス外に排出することで、ハウス
内の不足空気をハウス外からハウス側面１１，１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の各防虫ネッ
ト３，３・・を通してハウス内に導入するようにしている。尚、ハウス本体１内の空気は
、後側妻面１３の排気フアン５により外気中に強制排気されるようになっているが、ハウ
スが長いものでは、ハウス本体１内の天井部付近にハウス長さ方向の適数箇所に補助送風
フアン９Ａ，９Ｂ（図２参照）を設置することにより、ハウス内の全長に亘って空気がス
ムーズに流れるようにすることができる。
【００４２】
　ところで、このようにハウス内の空気を排気フアン５で強制的に入れ替えるようにする
と、該ハウス内の温度を外気温近くに抑制できるが、夏季の日照時には外気温度が異常高
温（例えば３５℃超）になることがあり、その高温外気をハウス内に導入しても、高温外
気による種々の悪影響が発生することが予想される。
【００４３】
　そこで、本願の植物栽培温室では、細霧冷房という簡易な手法でハウス内が異常高温に
ならないようにしている。即ち、この第１実施例（図１～図３）の植物栽培温室には、ハ
ウス側面１１，１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置において外気を細霧冷房する
ための外部細霧冷房装置８を装備している。
【００４４】
　この外部細霧冷房装置８は、ハウス本体１における防虫ネット３を張設した左右各側面
１１，１１（及び１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置を取り巻くように配置された配水管８
０と、該配水管８０に所定間隔をもって設置した多数の細霧噴出ノズル８１，８１・・と
、配水管８０を通して各細霧噴出ノズル８１，８１・・に水を圧送するポンプ８２とを有
している。尚、この第１実施例では、外部細霧冷房装置８をハウス本体１の左右に２セッ
ト使用しているが、ハウスの規模によって外部細霧冷房装置８のセット個数を増減するこ
とができる。
【００４５】
　この外部細霧冷房装置８の各細霧噴出ノズル８１，８１・・は、防虫ネット３を張設し
ている側面１１（１２ｂ，１３ｂ）の外側近傍位置において配水管８０の長さ方向に所定
間隔（例えば５０～１００cm間隔）をもって多数設置している。
【００４６】
　そして、この各外部細霧冷房装置８，８は、ポンプ８２を作動させると、各細霧噴出ノ
ズル８１，８１・・から細霧Ｆが噴出され、該細霧Ｆが外気温で蒸発（気化）し、その気
化熱によりハウス側面１１（防虫ネット張設部分）の外側近傍位置の空気を外気温度より
低温度まで冷やすことができるものである。
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【００４７】
　このように、外部細霧冷房装置８からの細霧で下部室側面１１の外側近傍位置の空気温
度を低下させることができると、上記のように防虫ネット３を通してハウス内に吸引され
る空気が外気温度より低温になるので、外気温度が高い夏季の日照時であっても、ハウス
内を外気温度以下に維持できる。
【００４８】
　又、外部細霧冷房装置８は、その各細霧噴出ノズル８１，８１・・をハウス本体１にお
ける防虫ネット張設部分の外側近傍位置に所定間隔をもって多数設置しているので、ハウ
ス本体１を取り巻く広範囲の場所から細霧冷房できる。
【００４９】
　従って、図１～図３に示す第１実施例の植物栽培温室では、ハウス内での高温による作
物育成環境や作業に従事する作業員の作業環境等がそれぞれ改善できるので、外気が高温
となる季節（主として夏季）においてもハウス栽培が可能となるとともに、良好な環境で
作物の育成が行えるという機能を有している。
【００５０】
　又、この第１実施例の植物栽培温室で使用されている外部細霧冷房装置８は、細霧の気
化熱で外気を冷やし得るものであるので、冷房装置として設備費が安価となるとともに運
転コストも安価となるという機能を有している。
【００５１】
　［図４～図６の第２実施例］
　図４～図６に示す第２実施例の植物栽培温室は、本願請求項２に対応するものであるが
、この第２実施例では、上記第１実施例（図１～図３）のものに次の構成を付加したもの
である。
【００５２】
　即ち、図４～図６の第２実施例の植物栽培温室は、上記第１実施例（図１～図３）のも
のに加えて、ハウス本体１内を上下に通気可能な区画材６により天井側の上部室２１と栽
培室となる下部室２２との上下２室に区画し、下部室２２の側面１１（１３ｂを含む）に
防虫ネット３を張設し、上部室２１内の空気を排気フアン５でハウス外に排出するように
しているとともに、上部室２１内の空気を細霧冷房する内部細霧冷房装置７を設けて構成
されている。
【００５３】
　上記区画材６は、ハウス本体１内の前後方向の全長に設置されていて、上部室２１と下
部室２２とがそれぞれハウス本体１の全長に亘って連続する状態で区画されている。又、
この区画材６の設置高さは、ハウス本体１内の下部室（栽培室）２２として、人の歩行及
び作業に邪魔にならないような高さ（例えば２～２.５ｍ程度の高さ）が確保できるよう
な高さ位置に設定されている。
【００５４】
　ところで、ハウス内で作物を栽培するのに、下部室（栽培室）２２内にも所定の日射量
Ｌａ（図５、図６）が必要であるが、夏季のような日差しの強い季節では、下部室２２内
が過度に昇温するのを防止するために該下部室２２内への日射量Ｌａをある程度制限する
ことが望ましい。そこで、この第２実施例では、ハウス本体１内を上下に区画する上記区
画材６を利用して、上部室２１内に照射した日射量Ｌ１が下部室２２側に透過する日射量
Ｌａを制限するようにしている。
【００５５】
　この第２実施例で使用している区画材６としては、例えば、遮光ネットや半透明の遮光
シート（又は反射シート）等の遮光材６１を使用することができる。この区画材６（遮光
材６１）による好適な遮光率は、栽培作物の種類やハウス設置環境等に応じて変化させ得
るが、上部室２１側から区画材６上面に照射した照射量Ｌ１を例えば（特に限定するもの
ではないが）５０～７０％程度カットし得る（換言すると、該照射量Ｌ１の５０～３０％
だけ透過させ得る）ものが採用されている。即ち、図５及び図６において、上部室２１を
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通って区画材６（遮光材６１）上に照射した日射量Ｌ１は、その一部Ｌｂが遮光材６１に
よって遮光（又は反射）されて、残余の日射量Ｌａのみが下部室２２内に透過するように
なっている。従って、被覆材２等を透過して遮光材６１上に照射した照射量Ｌ１の一部Ｌ
ｂが該遮光材６１で遮光（又は反射）されることにより、下部室２２内に照射される照射
量Ｌａを減少できるので、下部室２２内の作物Ｐに対する悪影響（例えば葉焼け）を防止
したり、下部室２２内への温度上昇作用を抑制できる。
【００５６】
　又、上記区画材６は、上部室２１と下部室２２とが通気可能な状態で設置されているが
、この第２実施例では図４及び図６に示すように、左右に分割した２枚の遮光材（遮光シ
ート）６１，６１間に所定間隔（例えば２０～４０cm程度の間隔）の隙間６２を設けて、
該隙間６２部分で通気可能としている。尚、遮光材６１として遮光ネット（又はパンチン
グシート）を使用する場合は、該遮光ネットの網目（又はパンチングシートの穴）から通
気させることができるので、上記隙間６２を設けないものでもよい。
【００５７】
　下部室２２内に外気を導入するための防虫ネット３は、この第２実施例では下部室２２
の左右側面１１，１１及び後側妻面１３の下方部分１３ａに使用している。尚、この第２
実施例で使用している防虫ネット３も上記第１実施例のものと同じ機能を有するものであ
る。
【００５８】
　上部室２１内の空気は、内部細霧冷房装置７によって細霧冷房するが、この内部細霧冷
房装置７は、ハウス外の外気を吸引する吸気フアン４と、細霧を噴出させる細霧噴出ノズ
ル７１と、該細霧噴出ノズル７１に水を圧送するポンプ７２とを有している。
【００５９】
　内部細霧冷房装置７の吸気フアン４は、前側妻面１２における上方部分１２ａ（上部室
２１に対応する部分）に設けられている。この吸気フアン４の外側は、前側妻面１２の外
面に設置したフード１４で被覆されている。このフード１４は、吸気フアン４を被覆する
高さ位置から地表面に達する高さ範囲に設置している。又、このフード１４の上半部１４
ａには通気性のない透明シートが使用されている一方、該フード１４の下半部１４ｂには
ハウス側面１１の防虫ネット３と同様な細め（網目空間が０.３～０.４mm）の防虫ネット
が使用されている。そして、上記吸気フアン４を作動させると、０がフード下半部（防虫
ネット）１４ｂの網目からフード１４内に吸引された後、吸気フアン４を通って符号Ａ１
で示すように上部室２１の始端部２１ａ内に吹き込まれるようになっている。
【００６０】
　内部細霧冷房装置７の細霧噴出ノズル７１は、上記フード１４内における上下中間高さ
付近（遮光材６１の高さ付近）においてハウス幅方向に所定間隔をもって複数個設けてい
る。そして、この各細霧噴出ノズル７１，７１・・にはポンプ７２からの水が圧送されて
、該水が各細霧噴出ノズル７１，７１・・から細霧状態（符号Ｆ）で吐出されるようにな
っている。
【００６１】
　各細霧噴出ノズル７１，７１・・から吐出された細霧Ｆは、吸気フード１４内を上向き
に流れる空気中に混入して細霧混じりの空気となり、該細霧混じりの空気が吸気フアン４
によって矢印ＡＦ（図５）で示すように上部室２１の始端部２１ａ内に吹き込まれる。
【００６２】
　そして、該吸気フアン４と上記排気フアン５を共に作動させると、吸気フアン４により
外気Ａ０がフード１４内を通して上部室２１の始端部２１ａ内に吸引される一方、該上部
室２１内の空気が矢印Ｂ（図５）で示すように順次上部室２１の終端部２１ｂ側に流動し
て、最終的に排気フアン５部分から矢印Ｃで示すように外気中に排出される。
【００６３】
　尚、この第２実施例では、上記内部細霧冷房装置７で発生させた細霧を前側妻面１２側
から上部室２１の始端部２１ａに供給するようにしているが、他の実施例では、内部細霧
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冷房装置７で発生させた細霧をハウス長さ方向の中央付近に噴出させて、上部室２１内の
前方側と後方側に振り分けて流動させるようにしてもよい。
【００６４】
　ところで、上記第２実施例の植物栽培温室では、上部室２１内の空気を排気フアン５で
大気中に放出することで該上部室２１内を負圧にし、そのときの不足空気を下部室２２を
介してハウス側面１１の防虫ネット３部分を通してハウス内に吸引することを基本構成と
しているが、上部室２１内を負圧にするのに、この第２実施例では後側妻面１３における
排気フアン５部分での排気量を前側妻面１２における吸気フアン４部分での吸気量より大
きくすることで対応している。即ち、この第２実施例では、各フアン４，５の出力差は、
特に限定するものではないが、吸気フアン４の吸気出力を例えば３５０～４００ワット程
度とする一方、排気フアン５の排気出力を例えば７００～８００ワット程度にすることが
できる。
【００６５】
　この第２実施例の植物栽培温室では、上記第１実施例の植物栽培温室の機能に加えて、
次のような機能を有している。
【００６６】
　即ち、ハウス本体１の上部室２１は、日射熱Ｌ０で高温度まで加温される部分であるが
、その上部室２１内の始端部２１ａに内部細霧冷房装置７で発生させた細霧Ｆを供給する
ことで、上部室２１内を細霧の気化により冷房できるので、該上部室２１内が日射熱Ｌ０
で高温度まで加温されるのを抑制できる。このように、内部細霧冷房装置７により上部室
２１内の温度上昇作用が抑制できると、下部室２２が上部室２１の温度で加温されにくく
なるので、夏季のような高温時においても栽培室となる下部室２２内が過度に加温されに
くくなる。又、ハウス内の空気の流れは下部室２２側から上部室２１側への一方通行にな
り、もし上部室２１内の空気が過度に加温されても、該上部室２１内の加温空気が下部室
２２内に流入することがない。
【００６７】
　従って、この第２実施例の植物栽培温室では、上記外部細霧冷房装置８による機能（ハ
ウス内に導入する外気を細霧冷房すること）に加えて、内部細霧冷房装置７による上部室
２１から下部室２２への加熱伝導及び加温空気の流入を阻止できるので、栽培室となる下
部室２２内の温度上昇を一層抑制できるという機能を有している。
【符号の説明】
【００６８】
　１はハウス本体、２は被覆材、３は防虫ネット、４は吸気フアン、５は排気フアン、６
は区画材、７は内部細霧冷房装置、８は外部細霧冷房装置、１１は側面、１２，１３はハ
ウス妻面、２１は上部室、２２は下部室、７１，８１は細霧噴出ノズルである。
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